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【手続補正書】
【提出日】平成31年1月17日(2019.1.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信システムを動作させる方法であって、
　第１のデータストリームを受信することと、
　装置内の第１の位相パイロット記号挿入回路により、第１の位相パイロット記号を前記
第１のデータストリームに挿入することと、
　前記装置内の第１の離散フーリエ変換（ＤＦＴ）回路により、ＮＤＦＴ０サイズを有す
る離散フーリエ変換（ＤＦＴ）により前記第１のデータストリームを第１の周波数ドメイ
ンデータストリームに変換することであって、ＮＤＦＴ０が正の整数である、前記変換す
ることと、
　前記第１のデータストリームと並列に第２のデータストリームを受信することと、
　前記装置内の第２の位相パイロット記号挿入回路により、第２の位相パイロット記号を
前記第２のデータストリームに挿入することと、
　前記装置内の第２のＤＦＴ回路により、ＮＤＦＴ１サイズを有するＤＦＴにより前記第
２のデータストリームを第２の周波数ドメインデータストリームに変換することであって
、ＮＤＦＴ１がＮＤＦＴ０より小さい正の整数である、前記変換することと、
　前記装置内のサブキャリアマッピング回路により、前記第１及び第２の周波数ドメイン
データストリームをそれぞれのサブキャリアにマッピングすることと、
　を含む、方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記第１及び第２の周波数ドメインデータストリームを他の物理的チャネルデータと共
にそれぞれのサブキャリアにマッピングすることを更に含む、方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法であって、
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　ＮＦＦＴサイズを有する逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）により前記それぞれのサブキ
ャリアを時間ドメインデータストリームに変換することを更に含み、
　ＮＦＦＴが、ＮＤＦＴ０とＮＤＦＴ１との和より大きいか又はそれに等しい、方法。
【請求項４】
　請求項３に記載の方法であって、
　巡回プレフィックスを前記時間ドメインデータストリームに付加することを更に含む、
方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の方法であって、
　入力データストリームを受信することと、
　フォワード誤り補正符号（ＦＥＣ）符号化データストリームを生成するためにＦＥＣで
前記入力データストリームを符号化することと、
　前記ＦＥＣ符号化データストリームを複数のデータ記号にマッピングすることと、
　前記複数のデータ記号から前記第１及び第２のデータストリームを生成することと、
　を更に含む、方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の方法であって、
　前記ＦＥＣ符号化データストリームを複数のデータ記号にマッピングすることの前に、
前記ＦＥＣ符号化データストリームをスクランブルすることを更に含む、方法。
【請求項７】
　請求項１に記載の方法であって、
　未使用サブキャリアの数を最小化するようにＮＤＦＴ０とＮＤＦＴ１とを選択すること
を更に含む、方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の方法であって、
　第１の入力データストリームを受信することと、
　第１のフォワード誤り補正符号（ＦＥＣ）符号化データストリームを生成するために第
１のＦＥＣで前記第１の入力データストリームを符号化することと、
　前記第１のＦＥＣ符号化データストリームを第１の複数のデータ記号にマッピングする
ことと、
　前記第１の複数のデータ記号から前記第１のデータストリームを生成することと、
　前記第１の入力データストリームと並列に第２の入力データストリームを受信すること
と、
　第２のフォワード誤り補正符号（ＦＥＣ）符号化データストリームを生成するために第
２のＦＥＣで前記第２の入力データストリームを符号化することと、
　前記第２のＦＥＣ符号化データストリームを第２の複数のデータ記号にマッピングする
ことと、
　前記第２の複数のデータ記号から前記第２のデータストリームを生成することと、
　を更に含む、方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の方法であって、
　前記第１のＦＥＣ符号化データストリームをマッピングすることの前に前記第１のＦＥ
Ｃ符号化データストリームをスクランブルすることと、
　前記第２のＦＥＣ符号化データストリームをマッピングすることの前に前記第２のＦＥ
Ｃ符号化データストリームをスクランブルすることと、
　を更に含む、方法。
【請求項１０】
　通信システムを動作させる方法であって、
　データストリームの第１及び第２の部分を並列に受信することと、
　装置内の第１の逆離散フーリエ変換（ＩＤＦＴ）回路により、サイズＮＤＦＴ０を有す
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る逆離散フーリエ変換（ＩＤＦＴ）により前記第１の部分を第１の時間ドメインデータス
トリームに変換することであって、ＮＤＦＴ０が正の整数である、前記変換することと、
　前記装置内の第２のＩＤＦＴ回路により、サイズＮＤＦＴ１を有するＩＤＦＴにより前
記第２の部分を第２の時間ドメインデータストリームに変換することであって、ＮＤＦＴ

１が正の整数である、前記変換することと、
　を含む、方法。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の方法であって、
　サイズＮＦＦＴを有する高速フーリエ変換（ＦＦＴ）によりサブキャリアのパラレルス
トリームを生成することであって、ＮＦＦＴが正の整数であり、ＮＦＦＴがＮＤＦＴ０と
ＮＤＦＴ１との和より大きいか又はそれに等しい、前記生成することと、
　前記第１及び第２の部分を生成するために前記サブキャリアをデマッピング及び等化す
ることと、
　を更に含む、方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の方法であって、
　ＮＦＦＴがＮＤＦＴ０とＮＤＦＴ１との和より大きい、方法。
【請求項１３】
　請求項１０に記載の方法であって、
　シリアルデータストリームを生成するために前記第１及び第２の時間ドメインデータス
トリームの記号をデマッピングすることと、
　前記シリアルデータストリームのフォワード誤り補正符号（ＦＥＣ）をデコードするこ
とと、
　前記デコードされたシリアルデータストリームに対して巡回冗長検査を実施することと
、
　を更に含む、方法。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の方法であって、
　前記デコードすることの前に前記シリアルデータストリームをデスクランブルすること
を更に含む、方法。
【請求項１５】
　請求項１０に記載の方法であって、
　第１のシリアルデータストリームを生成するために前記第１の時間ドメインデータスト
リームの記号をデマッピングすることと、
　前記第１のシリアルデータストリームのフォワード誤り補正符号（ＦＥＣ）をデコード
することと、
　前記デコードされた第１のシリアルデータストリームに対して巡回冗長検査を実施する
ことと、
　第２のシリアルデータストリームを生成するために前記第２の時間ドメインデータスト
リームの記号をデマッピングすることと、
　前記第２のシリアルデータストリームのフォワード誤り補正コード（ＦＥＣ）をデコー
ドすることと、
　前記デコードされた第２のシリアルデータストリームに対して巡回冗長検査を実施する
ことと、
　を更に含む、方法。
【請求項１６】
　請求項１５に記載の方法であって、
　前記第１のシリアルデータストリームのＦＥＣをデコードすることの前に前記第１のシ
リアルデータストリームをデスクランブルすることと、
　前記第２のシリアルデータストリームのＦＥＣをデコードすることの前に前記第２のシ
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リアルデータストリームをデスクランブルすることと、
　を更に含む、方法。
【請求項１７】
　通信システムを動作させる方法であって、
　第１のデータストリームを第１の一連の直交振幅変調（ＱＡＭ）記号にマッピングする
ことと、
　装置内の第１の疑似ランダムノイズ生成器により、第１の擬似ランダムノイズ（ＰＮ）
シーケンスを生成することと、
　前記装置内の第１の記号マッパ回路により、前記第１のＰＮシーケンスの複数のビット
を第１の位相パイロット記号にマッピングすることと、
　前記装置内の第１の位相パイロット記号挿入回路により、前記第１の位相パイロット記
号を前記第１の一連のＱＡＭ記号に挿入することと、
　前記装置内の第１の離散フーリエ変換（ＤＦＴ）回路により、前記挿入することの後に
、ＮＤＦＴ０サイズを有する離散フーリエ変換（ＤＦＴ）により前記第１のデータストリ
ームを第１の周波数ドメインデータストリームに変換することであって、ＮＤＦＴ０が正
の整数である、前記変換することと、
　前記装置内のサブキャリアマッピング回路により、前記第１の周波数ドメインデータス
トリームをそれぞれの第１のサブキャリアにマッピングすることと、
　前記装置内の第１の逆離散フーリエ変換（ＩＤＦＴ）回路により、サイズＮＦＦＴを有
する逆離散フーリエ変換（ＩＤＦＴ）により前記それぞれの第１のサブキャリアを第１の
時間ドメインデータストリームに変換することであって、ＮＦＦＴが正の整数である、前
記変換することと、
　第２のデータストリームを第２の一連のＱＡＭ記号にマッピングすることと、
　前記装置内の第２の疑似ランダムノイズ生成器により、第２の擬似ランダムノイズＰＮ
シーケンスを生成することと、
　前記装置内の第２の記号マッパ回路により、前記第２のＰＮシーケンスの複数のビット
を第２の位相パイロット記号にマッピングすることと、
　前記装置内の第２の位相パイロット記号挿入回路により、前記第２の位相パイロット記
号を前記第２の一連のＱＡＭ記号に挿入することと、
　前記装置内の第２のＤＦＴ回路により、ＮＤＦＴ１サイズを有する離散フーリエ変換（
ＤＦＴ）により前記第２のデータストリームを第２の周波数ドメインデータストリームに
変換することであって、ＮＤＦＴ１が正の整数である、前記変換することと、
　前記装置内の前記サブキャリアマッピング回路により、前記第２の周波数ドメインデー
タストリームをそれぞれの第２のサブキャリアにマッピングすることと、
　を含む、方法。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の方法であって、
　遠隔ユニット（ＲＵ）インデックスとコードワードインデックスとセル識別とダウンリ
ンク（ＤＬ）又はアップリンク（ＵＬ）インデックスとの少なくとも１つに応答して前記
第１のＰＮシーケンスを生成することを更に含む、方法。
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